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平
成
十
九
年
の
第
一
回
宇
検
村
定
例

議
会
が
開
催
さ
れ
る
に
当
た
り
、
私
の

基
本
姿
勢
と
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、

村
議
会
並
び
に
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
一
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
村

長
選
挙
に
お
い
て
、
村
民
多
く
の
支
援

を
賜
り
、
向
こ
う
四
年
間
の
村
政
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
激
変
す
る
社

会
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
行
政
を
運
営
し

て
い
く
こ
と
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が

あ
り
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
そ
の
職
責
の

重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
私
が
選
挙
期
間
中
に
述
べ
た

公
約
に
つ
い
て
は
、
議
会
議
員
並
び
に

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、

一
つ
一
つ
解
決
す
る
た
め
に
村
民
に
耳

を
傾
け
、
村
政
の
透
明
性
を
図
り
、
風

通
し
の
よ
い
、
村
民
が
主
人
公
の
村
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

 

検
村
ま
る
ご
と
オ
ー
ナ
ー
制
度
の

創
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
月
十

五
日
に
会
員
の
募
集
の
業
務
委
託
を
行

い
、
今
後
、
会
員
数
六
百
名
を
目
指
し
、

現
在
関
東
周
辺
を
中
心
に
会
員
募
集
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
宇
検
村
の
農
産
物
や
特

産
品
等
を
オ
ー
ナ
ー
の
方
々
に
提
供
す

る
と
共
に
村
内
の
農
産
物
の
販
売
や
特

産
品
の
販
売
強
化
を
す
る
こ
と
に
よ
り

農
家
育
成
を
図
り
、
村
民
の
所
得
向
上

に
も
役
立
て
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
東
北
福

祉
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、

協
働
し
て
村
お
こ
し
が
出
来
な
い
か
研

究
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

 

業
誘
致
で
あ
り
ま
す
が
、
懸
案
で

あ
り
ま
し
た
チ
ッ
プ
工
場
進
出
の

件
は
、
本
村
へ
の
進
出
が
決
定
し
、
王

子
製
紙
系
の
協
栄
木
材
と
中
越
パ
ル
プ

��

系
の
三
富
興
業
が
そ
れ
ぞ
れ
出
資
を
し

て
、
宇
検
林
産
株
式
会
社
を
設
立
し
、

七
、
八
月
を
目
処
に
操
業
を
行
い
た
い

と
申
し
入
れ
が
あ
り
、
村
と
致
し
ま
し

て
も
宇
検
村
企
業
立
地
等
促
進
条
例
を

活
用
し
て
誘
致
に
向
け
て
出
来
る
限
り

の
こ
と
は
協
力
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

放
射
性
廃
棄
物
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
選
挙
期
間
中
で
も
申
し
上
げ

ま
し
た
と
お
り
子
々
孫
々
ま
で
安
心
安

全
な
生
活
の
構
築
の
た
め
放
射
性
廃
棄

物
等
の
持
ち
込
み
を
拒
否
す
る
条
例
制

定
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

村
は
、　

月
１
日
で
村
制
施
行
九

１１

十
周
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

近
年
の
財
政
状
況
か
ら
、
大
規
模
な
記

念
式
典
は
控
え
ま
す
が
、
一
年
間
を
通

じ
て
村
が
主
催
す
る
各
種
大
会
等
で
広

く
広
報
し
な
が
ら
十
一
月
開
催
予
定
の

村
生
涯
学
習
大
会
と
共
催
で
村
制
施
行

九
十
周
年
を
村
民
と
共
に
祝
う
計
画
で

日
程
の
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

財
政
改
革
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
選
挙
公
約
の
と
お
り
、
村
長

退
職
金
廃
止
、
村
長
車
廃
止
で
自
ら
の

姿
勢
を
打
ち
出
し
て
行
財
政
改
革
を
進

め
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
村
政
、
専
門
職
員

���

の
育
成
等
適
材
適
所
配
置
で
職
員
の
士

気
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

 

港
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
久
志

地
区
を
整
備
す
る
た
め
、
今
後
、

漁
港
区
域
指
定
を
進
め
、
新
規
に
事
業

要
望
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

又
、
国
・
県
の
補
助
事
業
で
実
施
出

来
な
い
船
溜
ま
り
に
つ
い
て
は
村
単
独

事
業
で
実
施
し
漁
港
施
設
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

 

営
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
度
よ
り
、
川
田
団
地
の
古
い

住
宅
団
地
の
建
て
替
え
を
総
合
的
に
計

画
を
進
め
、
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
等
地
域
、

高
齢
者
等
に
配
慮
し
た
整
備
を
進
め
、

向
こ
う
五
年
間
で
五
棟
二
十
戸
を
計
画

し
、
今
年
度
は
一
棟
四
戸
を
建
設
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

 

業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
奄
美

の
自
然
条
件
に
適
し
た
サ
ト
ウ
キ

ビ
・
タ
ン
カ
ン
・
マ
ン
ゴ
ー
・
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
・
生
姜
・
カ
ボ
チ
ャ

等
一
品
一
億
円
生
産
高
の
奨
励
、
肉
用

牛
な
ど
の
安
心
・
安
全
な
農
畜
産
物
の

産
地
づ
く
り
や
地
域
の
話
し
合
い
活
動

に
よ
る
農
村
の
活
性
化
を
図
る
事
を
目

指
し
て
、
将
来
を
展
望
し
た
農
業
振
興

に
活
躍
で
き
る
様
な
後
継
者
の
育
成
に

努
め
ま
す
。
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業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
林
業

振
興
の
立
場
か
ら
、
チ
ッ
プ
工
場

跡
地
を
利
用
し
て
あ
ま
み
大
島
森
林
組

合
が
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
を
利
用
し
た
、

付
加
価
値
の
高
い
製
品
開
発
に
、
現
在

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

尚
、
本
年
度
、
林
業
振
興
の
観
点
か

ら
村
主
催
に
よ
る
植
樹
祭
を
再
開
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

 

産
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
年
、

天
然
マ
グ
ロ
業
の
規
制
や
輸
入
の

減
少
等
に
よ
り
、
国
内
で
の
養
殖
が
盛

ん
に
な
り
、
本
村
で
も
、
天
然
の
良
港
、

焼
内
湾
を
利
用
し
て
、
マ
グ
ロ
養
殖
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
村
と
致
し
ま

し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
研
究

し
村
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

 

療
、
保
健
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

近
年
、
村
民
の
方
々
の
健
康
へ
の

関
心
が
高
ま
り
、
公
民
館
単
位
或
い
は
、

地
域
に
お
け
る
運
動
や
食
生
活
改
善
な

ど
、
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
の
輪

が
次
第
に
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

 

護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
三
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
確

保
に
努
め
る
と
共
に
昨
年
四
月
か
ら
村

直
営
の
介
護
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開

����

設
し
、
ケ
ア
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
二
名

配
置
し
、
保
健
師
や
看
護
師
等
と
連
携

を
密
に
取
り
な
が
ら
訪
問
健
康
指
導
を

積
極
的
に
行
い
支
援
体
制
を
図
り
、
引

き
続
き
そ
の
円
滑
な
活
動
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

 

防
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
あ
ら
た
に
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

事
業
を
導
入
し
、
生
活
習
慣
病
、
食
生

活
、
運
動
等
の
基
礎
知
識
の
支
援
体
制

を
図
り
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
健
康

増
進
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

積
調
査
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
村
の
地
積
調
査
事
業
は
集
落
ご

と
に
実
施
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
公

共
工
事
に
伴
う
道
路
改
良
工
事
箇
所
を

優
先
的
に
事
業
を
進
め
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
。
平
成
十
九
年
度
も
引
き
続

き
佐
念
、
阿
室
集
落
の
一
部
を
実
施
し

な
が
ら
、
県
道
改
良
事
業
に
伴
う
石
良

集
落
の
一
部
を
併
せ
て
実
施
す
る
予
定

で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

育
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
宇
検

村
の
学
校
教
育
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
し
て
、「
喜
ん
で
登
校
、
満

足
し
て
下
校
」
を
掲
げ
、
子
ど
も
た
ち

が
の
び
の
び
と
学
校
生
活
を
送
り
、
真

剣
な
態
度
で
学
習
し
、
心
と
体
を
鍛
え
、

充
実
し
た
一
日
に
感
謝
し
て
下
校
す
る

���

子
ど
も
を
育
成
す
る
の
が
、
め
ざ
す
学

校
像
で
あ
り
ま
す
。

　

文
化
活
動
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

島
口
の
保
存
・
伝
承
に
つ
い
て
、「
八

月
お
ど
り
」
の
ビ
デ
オ
収
録
に
引
き
続

き
各
集
落
の
「
島
ぐ
ち
」
の
ビ
デ
オ
収

録
を
展
開
し
て
お
り
、
方
言
の
よ
さ
を

後
世
ま
で
伝
承
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
歴
史
の
発
見
と
取
組

に
つ
い
て
は
、
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
屋

鈍
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
、
倉
木
崎
海
底

遺
跡
調
査
以
来
の
本
格
的
な
も
の
で
あ

り
ま
す
。
約
二
ヶ
月
の
調
査
で
七
世
紀

か
ら
十
世
紀
頃
の
「
土
器
」
や
石
の

「
や
じ
り
」
の
他
に
、
大
量
の
貝
殻
等

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
史
編
纂
に
つ
き
ま
し
て
は
、
集
落

の
調
査
研
究
が
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
本
年
は
、「
資
料
集
第
二
号
」
を

発
行
し
、
忌
憚
の
な
い
ご
教
示
を
い
た

だ
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

育
英
財
団
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
村

の
育
英
財
団
の
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
、

本
村
の
子
弟
の
教
育
に
多
大
な
貢
献
を

し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
は
、

事
業
内
容
を
検
討
し
、
有
効
な
運
営
策

を
講
じ
る
時
期
に
き
て
お
り
ま
す
。
平

成
十
八
年
度
は
、
中
学
生
の
ア
メ
リ
カ

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
事
業
を
見
合
わ
せ
ま
し

た
が
、
今
後
、
育
英
財
団
の
事
業
内
容

等
十
分
検
討
し
、
よ
り
効
果
的
な
運
用

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
学
・
高
校
生
を
中
心
に
、「
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
」
を
始
め
五
年
間
で
、
延
べ
、

四
千
人
を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。「
田

舎
暮
ら
し
体
験
交
流
館
」・「
や
け
う
ち

の
里
」・「
元
気
の
出
る
館
」
等
の
活
用

が
図
ら
れ
る
な
ら
、
大
学
・
一
般
の
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
も
可
能
と
な
り
、
大
き
な

波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

 

防
・
防
災
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村

民
の
生
活
に
と
っ
て
、
複
雑
多
様

化
す
る
各
種
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、

消
防
団
の
組
織
力
を
最
大
限
に
生
か
し

た
防
火
・
防
災
及
び
救
急
活
動
の
展
開

に
向
け
た
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

以
上
、
平
成
十
九
年
度
の
村
政
運
営

に
対
す
る
所
信
と
施
策
の
概
要
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　

宇
検
村
長　

國
馬
和
範

※
（
紙
面
の
都
合
上
原
文
よ
り
一
部
抜

粋
し
て
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。）
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３
月
の
中
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
、
本
村
で
は
大
学
生
の
合
宿

が
相
次
ぎ
、
村
全
体
が
賑
わ
い

を
見
せ
ま
し
た
。

　

第
一
陣
と
し
て
や
っ
て
き
た

の
が
、
宮
城
県
の
東
北
福
祉
大

学
陸
上
部
で
、
監
督
選
手
総
勢

約　

人
が　

日
か
ら　

日
ま
で

６０

１４

２４

　

日
間
、
ま
た
、　

日
か
ら　

１１

２２

２４

日
ま
で
の
３
日
間
、
近
畿
大
学

相
撲
部
総
勢　

人
が
、
昨
年

２０

オ
ー
プ
ン
し
た
体
験
交
流
施
設

『
や
け
う
ち
の
宿
』
を
拠
点
に

そ
れ
ぞ
れ
合
宿
を
張
り
ま
し
た
。

　

東
北
福
祉
大
学
は
、
本
村
が

２
０
０
４
年
に
開
催
し
た
予
防

福
祉
セ
ミ
ナ
ー
に
、
同
大
学
萩

野
学
長
が
講
師
と
し
て
出
席
い

た
だ
い
た
の
が
縁
で
、
以
来
、

通
信
教
育
部
学
習
セ
ン
タ
ー
の

開
設
や
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が

テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
す
る
な
ど

�
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①レベルの高い走りを見せてくれました。

②とても寒い宮城県から、暖かい奄美大

島へ到着。

③歓迎会での一コマ。田検の渡　博道さ

んがハブを披露してくれました。

④たくさんの応援に、最後の力を振り絞

りゴールする学生。

⑤タンカンの差し入れに喜んでいます。

⑥屋鈍～湯湾の約23kmを走りきり、満

面の笑顔でピース！
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親
交
が
深
く
、
多
方
面
で
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
い
る
大
学
で

も
あ
り
ま
す
。　

日
に
到
着
し

１４

た
一
行
は
、
広
浦
部
長
を
は
じ

め
、
千
葉
監
督
や
小
崎
監
督
の

指
導
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
練

習
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
ま
し
た
。

中
で
も
、　

日
の
田
検
中
学
校

１９

と
の
交
流
学
習
や　

日
に
行
わ

２１

れ
た
歓
迎
会
で
は
、
地
域
の

人
々
と
の
交
流
も
行
わ
れ
、
一

層
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

日
に
宇
検
村
入
り

２２

し
た
近
畿
大
学
の
相
撲
部
は
夕

方
４
時
頃
か
ら
６
時
過
ぎ
ま
で

稽
古
に
励
み
、
相
撲
の
盛
ん
な

宇
検
村
民
を
魅
了
し
ま
し
た
。

練
習
後
に
は
訪
れ
た
村
民
に
部

の
ち
ゃ
ん
こ
を
振
る
舞
い
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�

� �

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

①激しくぶつかり合い、力強い取り組み

をしてるようす。みなさん体が大きい

ので、とても迫力があります。

②スピードのある動きで、一気に突き出

し。力強い相撲だけでなく、素早い取

り組みでも楽しませてくれます。

③学生一人一人が、真剣に練習をしてい

ました。緊張感が伝わります。

④ちゃんこを、学生が料理しています。

　とても豪快！まさに｢男の料理｣です。
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　「預金保険制度」は、万が一金融機関が破たんした場合に、預金者の保

護や資金決済の履行の確保を図ることによって、信用秩序を維持すること

を目的としています。

　「預金保険制度」により、当座預金や利息のつかない普通預金などは、

全額保護されます。定期預金や利息つきの普通預金などは、金融機関ごと

に預金者１人当たり、元本１０００万円までとその利息等が保護されます。そ

れを超える部分は、破綻した金融機関の財産の状況に応じて支払われます。

　預金保険制度に加入している金融機関は、銀行（日本国内に本店のある

もの）、信用金庫、信用組合、労働金庫、信金中央金庫、全国信用協同組

合連合会、労働金庫連合会です。

　平成１９年１０月に民営化が予定されている郵便貯金銀行については、民営

化後、預金保険制度の対象金融機関となります。

　詳しくは、預金保険機構（�０３－３２１２－６０２９）、各財務局等ま

たは金融機関の窓口にお問い合わせ下さい。

��������	
������

本年度も鹿児島国際大学において、次の日程により実施されます。

��������	
��������

受　験　申　請　書　提　出　先試　験　の　種　類試験日

（社）鹿児島労働基準協会

電話：099－226－3621

第一種衛生管理者

第二種衛生管理者

八
月
十
八
日
（
土
）

建設業労働災害防止協会　鹿児島県支部

電話：099－257－9211
潜水士

鉱業労働災害防止協会砕石鹿児島県支部

電話：099－255－2311
発破技士

林業・木材製造業労働災害防止協会鹿児島県支部

電話：099－260－5356
林業架線作業主任者

陸上貨物運送事業労働災害防止協会鹿児島県支部

電話：099－284－6217

クレーン・デリック運転士［クレーン限定］

移動式クレーン運転士

港湾貨物運送事業労働災害防止協会鹿児島支部

電話：099－226－2611
揚貨装置運転士

（社）日本ボイラ協会　鹿児島支部

電話：０９９－２２３－１５４４

一級ボイラー技士

二級ボイラー技士

ボイラー整備士

八
月
十
九
日
（
日
）

※試験についての問い合わせは、上記の各団体か又は九州安全衛生技術センターへ
　お願いします。　電話：０９４２－４３－３３８１
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　当村では、行政相談委員（保枝　久信さん）が国の仕事について疑問や要望など、自

宅や電話で相談に応じています。

　当村担当の行政相談委員が、行政相談所を開設しますので、お気軽にご相談ください。

相談は無料、秘密は守られます。

　

　春季行政相談強調週間は、５月２１日（月）～２７日（日）となっています。

��������	
�����������������

日　　時：５月２２日（火）午前１０時～午後３時
場　　所：役場１階会議室

　

戸
籍
に
入
っ
て
い
る
全

員
を
証
明
す
る
戸
籍
謄
本

は
「
戸
籍
の
全
部
事
項
証

明
」
に
、
ま
た
、
個
人
を

証
明
す
る
戸
籍
抄
本
は

「
戸
籍
の
個
人
事
項
証
明

書
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
戸
籍

謄
本
・
抄
本
と
同
じ
よ
う

に
使
用
で
き
ま
す
。

　

戸
籍
に
記
録
さ
れ
て
い

る
本
籍
人
の
方
の
住
所
が

ど
こ
に
あ
る
か
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、
戸
籍
の

附
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
戸
籍
と
と
も
に

戸
籍
の
附
票
も
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
化
さ
れ
ま
す
。

　

本
籍
や
住
所
の
地
番
表

示
で
「
○
○
○
番
地
の
○

○
」
と
あ
る
中
で
「
の
」

を
削
除
し
て
「
○
○
○
番

地
○
○
」
と
し
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
住
民
票
の
現

住
所
欄
や
本
籍
欄
及
び
戸

籍
の
附
票
の
住
所
欄
の

「
の
」
の
表
示
を
削
除
し

ま
す
。

　

【
表
示
例
】

宇
検
村
宇
検
５
５
５
番
地

の　

→

宇
検
村
宇
検
５
５

２５
５
番
地　
２５

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
録

さ
れ
る
氏
名
の
文
字
は
、

常
用
漢
字
、
人
名
用
漢
字

及
び
漢
和
辞
典
に
載
っ
て

い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

現
在
、
誤
字
で
記
載
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
正
し

い
文
字
に
訂
正
し
て
登
録

さ
れ
ま
す
。

　

戸
籍
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

化
さ
れ
る
の
は
、
本
籍
が

宇
検
村
に
あ
る
方
で
す
。

住
民
登
録
が
あ
っ
て
も
本

籍
が
他
の
市
町
村
に
あ
る

方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
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　村では、平成１９年６月１日現在で「平成１９年商業統計調査」を実施します。

　この調査は、経済産業省→都道府県→市区町村を経由して全国一斉に行われる統計調査で、統計法

などの法令に基づき実施されます。

　調査対象は、卸売・小売業を営むすべての事業所（店舗）、個人業主です。

　県知事から任命された統計調査員が、６月初旬から調査のお願いに伺います。

　ご理解とご協力をお願いいたします。

　（注：統計調査員は、写真付き身分証（県知事印あり）を携行しています。）

　調査の結果は、国や都道府県、市町村における商業の振興、中心市街地の活性化などを進めるうえ

での重要な基礎資料として活用されます。また、個々の民間事業所が経営方針を作る際にも広く活用

されています。

　なお、提出いただいた調査票は統計法により厳格にその秘密は守られます。また、統計上の目的以

外に使用することはありません。

　����������	
����������������
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　本村では、国民健康保険加入者を対象として、人間ドックの助成制度を行っています。生活習慣病

をはじめとする病気の早期発見や早期治療、健康維持に役立てるため、ぜひご利用ください。

１．期　　　間・・・平成２０年３月３１日まで　　申込み締め切り　平成１９年９月３０日

２．対　象　者・・・宇検村国民健康保険加入者で２０歳～６９歳まで

３．検査利用要領・・・本人→保健福祉課（人数、希望日を連絡）→病院（決定の連絡）

　　→保健福祉課（本人へ連絡）→本人（利用券を受け取り病院へ）

　����������	
���������������

��������	
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被保険者負担額奄美中央病院　５２－６５６５

１６，０００円２日ドック

１２，０００円１日ドック

被保険者負担額名瀬徳州会病院　５４－２２２２

１９，８００円２日ドック

１１，３００円１日ドック

被保険者負担額県立大島病院　５２－３６１１

男　　　　　　１７，４００円
２日ドック

女　　　　　　２０，９００円

男　　　　　　１０，８００円
１日ドック

女　　　　　　１３，９００円

被保険者負担額鹿児島厚生連病院　０９９－２５６－１１３３

１３，０００円一般コース

１５，０００円女性コース

被保険者負担額朝沼クリニック　５５－１５５５　５６－６７７０

１９，０００円２日ドック

１１，０００円１日ドック

　村では、平成１９年６月１日現在で「平成１９年商業統計調査」を実施します。

　この調査は、経済産業省→都道府県→市区町村を経由して全国一斉に行われる統計調査で、統計法

などの法令に基づき実施されます。

　調査対象は、卸売・小売業を営むすべての事業所（店舗）、個人業主です。

　県知事から任命された統計調査員が、６月初旬から調査のお願いに伺います。

　ご理解とご協力をお願いいたします。

　（注：統計調査員は、写真付き身分証（県知事印あり）を携行しています。）

　調査の結果は、国や都道府県、市町村における商業の振興、中心市街地の活性化などを進めるうえ

での重要な基礎資料として活用されます。また、個々の民間事業所が経営方針を作る際にも広く活用

されています。

　なお、提出いただいた調査票は統計法により厳格にその秘密は守られます。また、統計上の目的以

外に使用することはありません。
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　県では、今後の奄美群島の振興開発の方向等を明らかにするため、奄美群島振興開発総合調査

を実施しており、その一環として、群島在住者等を対象にアンケート調査を実施いたします。

　６月初旬に、あらかじめ無作為抽出により選定させていただいた対象者あてに調査票を送付い

たしますので、調査へのご協力をよろしくお願いいたします。

鹿児島県大島支庁総務企画課

〒８９４－８５０１　奄美市名瀬永田町１７－３

�　０９９７－５７－７２１８（直通）

【お問い合わせ先】

宇検村役場　企画課　

〒８９４－３３９２　大島郡宇検村湯湾９１５番地

�　０９９７－６７－２２１１

鹿児島県企画部離島振興課

〒８９０－８５７７　鹿児島市鴨池新町１０番１号

�　０９９－２８６－２４５０（直通）

　「メタボリックシンドローム（あるいは内臓脂肪症候群）」という言葉をどこかで耳にした

ことはありませんか？このごろ新聞などでも取り上げられる機会が増えてきました。

　日本人の三大死因は、がん・心臓病・脳卒中ですが、心臓病と脳卒中を引き起

こす原因は動脈硬化です。最近の研究で肥満が様々な生活習慣病の原因となり動

脈硬化をすすめるということがわかってきました。

　そのキーワードとなるのが「メタボリックシンドローム」です。

　宇検村では１年間かけてメタボ退治教室を行います。健康運動指導士によるストレッチ体操

や筋力アップ体操です。気軽に参加してみませんか！
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「申込み先」

宇検村役場 保健福祉課　�６７-２２１１
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
が
１
月
に
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
豪
快
に
鮪
を
釣
り
上
げ
た
光

景
を
詠
ん
だ
宇
検
集
落
の
大
島
安
徳
さ
ん
が
秀
作
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の　

月
号
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
大
島

１０

さ
ん
は
昨
年
の
し
き
な
み
短
歌
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で

も
最
優
秀
賞
に
輝
く
な
ど
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
過

去
四
回
の
入
賞
を
果
た
し
た
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
受
賞
し
た
作
品
は
、
昨
年
四
月
に
愛
船
「
大

島
丸
」（
一
・
三
ト
ン
）
で
枝
手
久
島
沖
で
十
五
キ

ロ
の
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
を
仕
留
め
た
時
の
感
動
を
詠
ん

だ
も
の
で
、
国
内
外
か
ら
約
二
万
五
千
首
の
応
募
が

あ
り
、
第
一
次
選
で
五
千
四
百
二
十
五
首
が
入
選
、

そ
の
中
か
ら
二
十
名
の
選
者
夫
々
が
秀
作
二
十
五
首

を
選
び
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
に
つ
い
て
大
島
さ
ん
は
、「
節
目
（
八

十
歳
）
の
年
に
神
様
が
く
れ
た
お
年
玉
」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
大
島
さ
ん
は
六
首
を
出

品
し
、
残
る
五
首
も
入
選
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
一
日
三
首
、
一
ヶ
月
百
首
ほ
ど
を
詠
み

青
嶺
短
歌
会
や
し
き
な
み
短
歌
会
奄
美
支
苑
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
短
歌
学
園
講
座
に
毎
月
十
九
首
を
出
品
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
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の
日
は
家
で
静
か
に
読
書
を
楽
し
む
と

い
う
晴
耕
雨
読
を
実
践
し
て
い
る
？
橋

本
さ
ん
は
、「
奄
美
は
都
会
よ
り
も
、

や
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
夢

い
っ
ぱ
い
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

宇
検
村
に
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
い
る
方

や
学
校
の
先
生
方
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
昨
年
の

暮
れ
に
、
大
阪
か
ら
田
検
集
落
に
Ｉ

タ
ー
ン
し
て
き
ま
し
た
。
橋
本
康
夫
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

橋
本
さ
ん
は
、
四
国
は
高
知
県
生
ま

れ
で
、
四
歳
頃
ま
で
過
ご
し
、
設
計
士

を
し
て
い
た
父
親
の
仕
事
の
都
合
で
、

伊
予
三
島
市
（
現
在
の
四
国
中
央
市
）

に
移
り
、
そ
し
て
、
小
学
四
年
生
頃
か

ら
、
人
生
の
大
半
を
過
ご
す
こ
と
に
な

る
大
阪
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

父
親
の
影
響
で
高
校
は
機
械
科
を
卒

業
、
大
学
も
機
械
学
科
を
専
攻
し
、
印

刷
機
械
の
メ
ー
カ
ー
や
高
周
波
装
置
の

メ
ー
カ
ー
に
約
三
十
二
年
間
勤
め
、
五

十
三
歳
に
は
独
立
、
自
宅
で
機
械
設
計

の
仕
事
を
請
け
て
い
た
橋
本
さ
ん
、
田

舎
暮
し
に
関
し
て
は
、
四
十
歳
を
過
ぎ

た
頃
か
ら
考
え
は
じ
め
た
そ
う
で
、
当

初
は
、
生
ま
れ
故
郷
の
高
知
県
に
Ｕ

タ
ー
ン
を
す
る
予
定
で
し
た
。

　

し
か
し
、
諸
事
情
が
あ
り
、
目
的
が

果
た
せ
な
か
っ
た
橋
本
さ
ん
が
、
次
ぎ

に
考
え
た
の
が
、
四
国
よ
り
も
温
か
い

地
域
に
住
ん
で
み
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

取
り
あ
え
ず
消
去
法
で
条
件
を
絞
っ

て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
最
終
的
に
奄
美
群

島
が
候
補
地
と
な
り
、
昨
年
の
一
月
頃
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
、
広
域
事
務

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
、
そ

こ
を
通
じ
て
、
各
市
町
村
片
っ
端
か
ら

電
話
を
か
け
、
十
月
に
は
一
週
間
程
、

実
際
に
現
地
を
視
察
に
出
向
き
ま
し
た
。

　

空
家
の
情
報
・
案
内
、
生
活
環
境
、

仕
事
等
の
利
便
性
を
総
合
的
に
考
慮
し

て
、
宇
検
村
に
決
定
し
た
そ
う
で
す
。

　

晴
れ
た
日
は
、
五
万
分
の
一
の
地
図

を
片
手
に
、
本
土
に
は
余
り
見
ら
れ
な

い
、
琉
球
キ
ス
（
ホ
シ
キ
ス
）
を
探
し

て
大
島
本
島
内
の
海
岸
線
を
回
り
、
雨

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
Ｉ
・

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
方
や
今
活
躍

Ｕ
タ
ー
ン
の
方
や
今
活
躍

し
て
い
る
方
に
、
ご
紹
介

し
て
い
る
方
に
、
ご
紹
介

兼
ね
な
が
ら
宇
検
村
の
良

兼
ね
な
が
ら
宇
検
村
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

場
所
で
す

場
所
で
す
。 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
方
や
今
活
躍

し
て
い
る
方
に
、
ご
紹
介

兼
ね
な
が
ら
宇
検
村
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

場
所
で
す
。 

��������	
��
������������

�

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	




�
�
�

�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�

�
��

�
��



��

　
写
真
は
そ
の
時
代
の
風
景
を
正
確
に
写
し
、
そ
の
画
像

は
人
々
の
忘
れ
か
け
た
ウ
ム
イ
を
鮮
明
に
よ
み
が
え
ら
せ

る
。

　皆さんのアルバムの中にある懐かしい写真をご提供下さい。このコーナで紹介
します。（尚、提供いただいた元の写真はお返しします。）
　宇検村教育委員会事務局　　文化振興係　　�６７－２２６１
　宇検村役場企画課　　　　　広　報　係　　�６７－２２１１までお願いいたします。

14
義宮様ご来村歓迎の様子 

　白い帽子、白いシャツ、白い服に身を包んだ子ども達の姿がほほえましい。 
　昭和３６年７月、義宮殿下（現常陸宮様）が昆虫採集の目的でご来村、田検小学校の４・５・
６年生を中心とした鼓笛隊が歓迎をしました。子ども達の揃いのユニホーム姿から、漸く豊
になりつつある奄美の暮らしが感じられます。ハブを意識されてか、義宮様は長靴を着用し
ている。案内役の故溝辺朝美村長のお姿や、湯湾集落桟橋から商店街、木造建ての旧校舎な
どが懐かしい。 
　写真の子ども達は、昭和２４年～２６年生まれの方々です。見覚えのある顔はいませんか。 
                                       　　　　　　　　　　　　　　写真提供者＝直 和行氏（湯湾） 

義宮様ご来村歓迎の様子 
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　地方自治法の改正により、助役の職名が「副村長」となりました。
　同じく、収入役が廃止されたため、代わって会計事務をつかさどる一般職の「会計管
理者」を置きました。
　本村では、副村長へ前元気の出る課課長の森山　馨氏が就任しました。

�������
�������

企画課課長

会計管理者兼会計課課長

税務課課長

保健福祉課課長

経済課課長

経済課参事

教育委員会出向

企画課参事兼係長

教育委員会出向

建設課参事兼課長補佐

税務課参事兼課長補佐

総務課参事兼課長補佐

企画課課長補佐

総務課課長補佐

住民課主幹

経済課主幹

保健福祉課係長

住民課係長

建設課係長

総務課係長

教育委員会出向

企画課主査

会計課主査

議会事務局出向

企画課主事補

介護保険一部事務組合

出向

������

森岡　幸也

篠崎　雅彦

松井　寿一

松元　昭一

肥後　充浩

石原　将央

渡　　明仁

石原　淳子

貞野　廣昭

植田　稔

栄　　光男

渡　　博文

松元　五月

原田　俊昭

前原　博子

藤　　文子

柳　百々代

亀石　広美

柳　　栄治

小松　洋仁

峯　　宏治

泉　清一郎

新元真美子

屋宮　悟

俊岡　純男

武藤　力

�������

元気の出る課参事兼課長補佐

収入役室室長

総務課参事

経済課課長

経済課参事

税務課課長

保健福祉課課長

元気の出る課参事兼係長

住民課参事兼課長補佐

総務課参事兼課長補佐

建設課参事兼課長補佐兼技術補佐

元気の出る課参事兼課長補佐

教育委員会局長補佐

教育委員会局長補佐

議会事務局主幹

保健福祉課主幹

経済課係長

保健福祉課係長

経済課係長

総務課主査

建設課主査

元気の出る課主査

収入役室主査

住民課主事補

税務課主事補

税務課主事補

�����（３月３１日付け）

森山　馨　　　　元気の出る課課長

植田　るり子　　田検保育所主幹保育士

○収入役室　→　会計課

○元気の出る課　→　企画課

それぞれ課名が変更されました。
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（
二
月
末
日
現
在
）

■
誕
生
お
め
で
と
う

Ｈ　

・　

・
３
生

１８

１１

　
　
　
　
　
　
　

父　

優　

樹

玉
利　

空
穏

    

　

芦
検

く

お

ん

（男）

　
　
　
　
　
　
　

母　

舞

Ｈ　

・
２
・　

生

１９

２０

　
　
　
　
　
　
　

父　

和　

良

福
山　
　

悠
   
　

宇
検

ゆ
う

（男）

　
　
　
　
　
　
　

母　

紀
美
代

Ｈ　

・
２
・　

生

１９

２７

　
　
　
　
　
　
　

父　

太　

志

前
之
園
心
彩

    

　

湯
湾

こ

こ

ろ

（女）

　
　
　
　
　
　
　

母　

智　

子

瀬
川　

和
平　

大
阪
府　

湯
湾

徳
永　

嘉
彦　

神
奈
川
県　

部
連

前
場　

益
男　

神
奈
川
県　

湯
湾

新
城　

芳
広　

京
都
府　

芦
検

坂　
　

キ
エ　

神
奈
川
県　

石
良

川
畑　

久
志　

埼
玉
県　

芦
検

松
井　

昭
代　

神
奈
川
県　

芦
検

阿
野　

英
世　

与
論
町　

湯
湾

村
田　

貞
雄　

龍
郷
町　

田
検

筑
山　

美
江　

神
奈
川
県　

湯
湾

元
田　

顕
治　

東
京
都　

湯
湾

松
井　
　

毅　

神
奈
川
県　

芦
検

福
島　
　

進　

鹿
児
島
県　

湯
湾

崎　
　

拓
也　

神
奈
川
県　

屋
鈍

永
野
清
一
郎　

鹿
児
島
県　

湯
湾

森
山
香
代
子　

大
阪
府　

田
検

■
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

津
田　

義
秋
（　

歳
）
宇　

検

８４

河
内　

嘉
行
（　

歳
）
湯　

湾

８０

重
野　

忠
義
（　

歳
）
部　

連

７５

先
田
フ
ミ
エ
（　

歳
）
石　

良

７７

長
田　
　

昇
（　

歳
）
芦　

検

６５

東　
　

忠
義
（　

歳
）
屋　

鈍

８１

平　
　

キ
サ
（　

歳
）
平　

田

９０

藤
野　

芳
一
（　

歳
）
芦　

検

７５

白
井　

浩
二
（　

歳
）
湯　

湾

４８

永　

ヨ
シ
エ
（　

歳
）
石　

良

１０２

　
　
　

（
二
月
末
日
現
在
）

　

次
の
方
々
か
ら
村
社
会
福
祉

協
議
会
へ
、
香
典
返
し
に
か
え

て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
共
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

津
田
チ
ヅ
子　

宇
検

　
　
　

亡　

夫　

津
田
義
秋

河
内　

秀
一　

東
京
都

　
　
　

亡　

父　

河
内
嘉
行

貞
元　

圭
子　

千
葉
県

　
　
　

亡　

夫　

貞
元
慶
一
郎

山
口　

三
夫　

石
良

　
　
　

亡　

姉　

先
田
フ
ミ
エ

重
野　

咲
子　

部
連

　
　
　

亡　

夫　

重
野
忠
義

小
松　

初
子　

大
阪
府

　
　
　

亡　

夫　

小
松
義
和

田
春　

和
年　

千
葉
県

　
　
　

亡　

父　

田
春
千
歳

政
野
オ
シ
エ　

屋
鈍

　
　
　

亡　

姉　

平
瀬
シ
ナ

杉
浦　

義
光　

湯
湾

　
　
　

亡　

兄　

杉
浦
和
雄

藤
野
キ
サ
子　

芦
検

　
　
　

亡　

夫　

藤
野
芳
一

泰　

サ
エ
子　

阿
室

　
　
　

亡　

夫　

泰
山
久
蔵

白
井　

福
満　

湯
湾

　
　
　

亡　

子　

白
井
浩
二

　
　
　

（
二
月
末
日
現
在
）

福
岡　

直
子　

千
葉
県　

千
葉
県

末
岡
美
穂
子　

東
京
都　

東
京
都

（

宮
地　
 
弘 
武
   

　

Ｈ　

・
３
・　

生　

宇
検

ひ
ろ 
む

くん

１８

２０

（
父
）
師
之
・（
母
）
静
代

安
原　

妃
   

那
ひ   

　

Ｈ　

・
１
・　

生　

須
古

な

ちゃん

１８

１８

（
父
）
裕
一
郎
・（
母
）
秀
美

持
留　

照 
大

    

　

Ｈ　

・
３
・　

生　

宇
検

し
ょ
う
だ
い

くん

１８

２０

（
父
）
義
和
・（
母
）
玲
子

（（


